
〝自転車×とよはし
"ならではの魅力を
活かした【自転車で
楽しめる】環境づくり

いつもの通勤・買
物、余暇での移動を
〝運動時間"にする
【自転車健康ライフ】
の環境づくり

４．８％
（令和元年度）

６％以上
（令和１２年度）

６．５％

自転車を健康づくりや余暇の
楽しみのために利用している
人の割合
市民アンケート調査での「健
康づくりや余暇の楽しみのた
めの自転車利用」に関する設
問より把握

５．５％
（令和元年度）

８％以上
（令和１２年度）

通勤時の自転車利用率

従業員５０人以上※の事業所
での通勤時の自転車利用者
の割合
※豊橋商工会議所会員のう
ち従業員５０人以上での届出
の事業所

７．２％
（令和２年度）

９％以上
（令和１２年度）

・サイクルスポーツやサイクリン
グ、健康づくりでの自転車利用な
ど、楽しむための自転車利用ニー
ズが増えています。
・イベントの開催や道の駅「とよは
し」、太平洋岸自転車道を活かし
自転車×とよはしの魅力活用を
進めます。
・その達成状況を評価するため、
市民に対するアンケート調査を通
じて、【自転車を健康づくりや余暇
の楽しみのために利用している人
の割合】をもとに検証を行いま
す。

目標値
R3 R4

　自転車を健康づくりや余暇の楽し
みのために利用している人の割合
は、本計画策定時と比較して上昇し
ており、概ね順調に推移している。イ
ベントの開催による余暇利用の推進
や、自転車活用による健康づくりに
かかる啓発活動の効果が見受けら
れる。

R6

７．３％ ７．１％

・近年、健康経営に向けた様々な
取組が行われており、エコ通勤の
推進として自転車通勤が進めら
れています。
・日常の中での自転車活用を通じ
て健康づくりにつなげていくことが
期待されます。
・達成状況を評価するため、市内
事業所を対象に簡易的なアン
ケートを実施し、【通勤時の自転
車利用率】をもとに検証を行いま
す。

６．５％ ６．５％ ７．３％

　自転車利用者の割合については、
本計画策定以降、４％前後で増減を
繰り返している状況である。将来的
な目標値の達成に向けて、安全で快
適に走行できる利用環境の整備が
必要である。

　通勤時の自転車利用率は大幅に
上昇し、本計画策定時の水準へ回
復した。個別の企業へのヒアリング
等によって、増加の要因を分析し、
将来的な目標値の達成に向けた取
組の一助としたい。

R5

「豊橋市自転車活用推進計画2021-2030改訂版」の目標値の達成状況

・自転車でも行けるような身近な
場所でも、自家用車を選択してし
まう状況も見られます。
・自転車で行ける範囲で、もっと
気軽に自転車が選ばれる環境整
備を進めます。
・その達成状況を評価するため、
市街化区域内における【自転車
利用者の割合】をもとに検証を行
います。

実績
方　針 評　価　指　標 策定時

R7

自転車で行ける範囲
では【気軽に自転
車】に乗れる環境づ
くり

４．１％

調査日:
10/12

４．５％

調査日:
10/18

市街化区域内の自転車利用
者の割合
市街化区域内３２地点での交
通量調査に基づき設定（県立
豊橋商業高校実施調査を活
用）

３．８％

調査日:
10/21

指標設定の考え方

４．８％

調査日:
10/17

４．１％

調査日:
11/12

考　察

【資料７】


